
No.52  

領域： ビジネス・グローバル 

テーマ： グローバルは大変だけど面白い。グローバルへの途。 

担当者名： 佐伯邦夫（サエキ クニオ） 

開講時期： 後期： 月曜 4・5・6限 募集定員： 25名 

内容： 

英語をしゃべるとグローバルで活躍できる？今ルールが変化しつつある。あらゆる場面で
ICTや AIが介入し、提供サービスや便益に関連する情報の価値、顧客にアクセスする
ラストワンマイルが変貌している。市場に提供される価値も、変容している。すこしビジ
ネスを今まで勉強したとしても、今、これからの社会や求められる提供価値にはついて
いけないかもしれない。大きなうねりで今パラダイムは変わり始めている。大規模に、
加速的に。そこに ICT、ビッグデータ、AI(が大きなファクターになっている。これは国境
に関係なくルールの変更が議論されている。技術につられてルールは変容し、ルール
につられてビジネスの“場”もまた変容しつつある。変容するグローバル/ローカルビジ
ネスの場の中で、各ステークホルダーが、どのような適者生存戦略を描くかを、今まさ
に市場の荒波にもまれ始めた分野に焦点を当てて、全員参加の議論をしていきたい。 

到達目標： ・問題を発見する力 ・問題を解決する力、Perspective（視点）を養います。 

講義方法： 

前期に引き続き、ラウンドテーブルで講義は進めます。努力せずに設定目標には達しません。
一人ひとりが力をつけない限り無理です。楽をする人には向いていない。9 月のスタートからチ
ームを作ります。講義内容は高いレベルと思います。厳しくしますので、その覚悟でお願いしま
す。 

準備学習： 
講義に来る前の準備が鍵です。個人、グループでしっかり下調べ、意見をまとめて出席してくだ
さい。勉強、本講義への優先順位が低い方には向いていません。 

成績評価： 

日常の討議貢献度（40％）、出席（20%）、意欲、姿勢、成長度（20%）、日常の準備力（20％）。10
回以上授業に出席しなければ成績を評価しない。 
講義室が戦いの場です。その戦いの場での意欲、準備、そして議論を発展する力、出席、そして
講義への参加準備を見ます。準備なしの出席は何の貢献もしない為、欠席と見做す場合もあり
ます。如何に主体的に取組むかが鍵です 

欠席基準： 
出席回数が 10 回に満たず、かつ、発表貢献、日常の受講態度に問題がある場合成績をつけ
ない事があります。 

講義構成： 

1回目 導入編。 
2 回目～7 回目：佐伯の関わってきたグローバルでの仕事、組織、生活、背景のロジック等を紹
介します。そこに成功も失敗も多くありますが楽しい体験でした。シェアします。 
8 回目～14 回目：これからのグローバル市場環境、動向、日本の市場への洞察を行います。5
限はグループでの総括、6限でWrap up。 
15回目 学期を通してのWrap up 

履修条件： 

2 年時以降佐伯の講義を取って、佐伯のアプローチや傾向、そしてビジネスへの視点を理解し
ている 3年及び４年生。卒論執筆の４年生。特別留学 3年生の帰国生。 
卒業後エキスパートとして評価される力を育成します。とても難易度が高いが、それを目指しま
す。その為にハードワークを厭わない学生を求めます。事前に面接し、意欲等を判断させて頂き
ます。 

推奨科目：  

選考方法： 受講希望者と必ず面談を行います。 

備考：  

説明会：  

 


